
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安城ロータリークラブ 第 2718 回例会 
 

例会日：毎週金曜日 

例会場：碧海信用金庫本店 3F 

       安城市御幸本町 15-1 

TEL：0566-75-8866 

FAX：0566-74-5678 

Email：anjo-rc19580206@katch.ne.jp  

HP：http://www.anjo-rc.org 

週報 

■会長：大見 宏 

■幹事：石川 義典 

■クラブ会報：成田孝則・松本隆利・青山竜也 

■創立日：Ｓ33 年 1 月 10 日 

■RI 加盟認証日：Ｓ33 年 2 月 6 日 

クラブテーマ： 

親睦から奉仕へ。そして奉仕を通じて平和を。 

 

【 No.577 2013/2 第 1 例会 】 

■会長挨拶 

今日、大見会長が風邪をひかれ、皆さんとお会いする事ができないという事で、私が代行させえ頂きます。 

今日は５５周年記念事業の式典の直前の例会ということで、例会前に実行委員会を開催致しました。 

シナリオ通りの通しを致しまして、いろいろ不具合のところは直させて頂きました。 

当日皆さんにはご迷惑をおかけすることがあるかも知れませんが、５５周年ですのでご協力をお願い致

します。 

２月８日にリハーサルを行う予定でしたが、都合によりまして２月７日に変更させて頂きます。 

後程幹事の方から詳しい説明があると思いますので宜しくお願い致します。 

今日は、安城市スポーツ課の市川様がお見えになっておりますが、安城ＲＣから優勝トロフィーを後ほど

贈呈させて頂きます。 

 

磯貝廣治副会長 

2013 年 2月 1日(金) 12:30〜13:30 

司会者：加藤英明君 

ソング：「君が代」、「奉仕の理想」 

卓上花：アルストロメリア 

ゲスト：安城市スポーツ課スポーツ振興係長・市川洋子様 

ビジター：土面尋志君（豊田西 RC）  

   杉本知治君（岡崎RC） 

 
2012-2013 年度 RI テーマ： 

Pease Through Service 「奉仕を通じて 平和を」 
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■トロフィー贈呈 

安城市スポーツ課スポーツ振興係長  市川 洋子様 

毎年、毎年安城ロータリークラブさんからはこのようなトロフィーを頂いております。 

皆様のお手元に今日配らせて頂きましたチラシの２月１０日につきましては、今まで明治用水緑道市民

駅伝大会と言っておりましたが、２４年度から、デンパークと改名致しまして、回数はそのままですが「第２

８回安城市民デンパーク駅伝大会」ということで会場変更の第１回目になります。 

お近くにお住まいの方は是非応援でお越し頂ければと思います、優勝チームにはこちらのトロフィーを

皆さんに差し上げるということで表彰式を予定しております。 

また、今は一生懸命準備に関わっておりましてあたふたとしております。初めての場所でやりますので

本当に大変だなと切実に感じておりますが、盛大な大会になることを願っております是非皆さん応援にお

越しください今日はどうもありがとうございました。 

■今月のお祝い                       親睦活動委員会 奥嶋正衛君 

 

 

★会員誕生日 

成瀬介宣君(2/11)  石川義典君(2/14)  藤井英樹君(2/18) 近藤裕保君（2/18）  

都築雅人君(2/22)  大嶽岩雄君(2/22)  杉山淳一君(2/24) 松本隆利君(2/28) 

★夫人誕生日 

戸谷一美(かずみ)様(2/15)  市川裕美子(ゆみこ)様(2/17)   

★結婚記念日 

兼松信吾・佳子ご夫妻（2/9） 鈴木福美・公江ご夫妻(2/18)  

竹内通裕・久代ご夫妻(2/21) 深津正則・啓子ご夫妻(2/27)  

 

《2月の行事予定・地区会議》 

4日(月) ロータリー財団監査委員会 ガバナー事務所 

10日(日) 安城市民デンパーク駅伝大会  

19日(火） 瀬戸北ＲＣ訪問  

16日(土) インターシティーミーティング 衣浦グランドホテル 碧南ＲＣホスト 

21日(木) 安城市国際交流協会役員会15：30～市役所西館35会議室 

22日（金）安城学園高校卒業式 10：00～ 

23-24日 ＲＹＬＡセミナー伊良湖シーパーク＆スパ 

23-24日 安城ロータリー旗争奪少年野球大会 安城市ソフトボール場 

 



 

 

・2/10（日）に行われます、デンパーク駅伝優勝チームトロフィー(安城ＲＣ贈呈) の披露をいたします。 

・例会終了後定例理事会を会議室にて行います。 

・ロータリー財団・米山奨学会の特別寄付をしていただいた方の領収書をお配りしました。確認ください。 

・2/16(土)行われますインターシティーミーティングの記念品とリーフレットをお持ち帰りください。  

・3/22（金）ファイヤーサイドミーティングを18：00～一斗にて行います。 

義務者はロータリー情報委員会と入会3年目までの会員の方です。 

・2月のロータリーレートは1ドル＝88円です。 

≪同好会情報≫ 

・ワイン同好会より、2/22（金）名古屋栄ラシック8Ｆヴィラモウラにてワイン同好会開催します。 

・観劇同好会より、4/6(土).7(日)金毘羅歌舞伎ツアーにご参加ください。 
 

《５５周年実行委員会報告》 

・2/8（金）55周年例会リハーサルは中止となりました。 

・2/9（金）55周年例会一般受付は10：00～、開始は11：00です。 
 

【2月のクラブ内例会・委員会予定】   

8→9日（土） 創立55周年記念例会 11：00～碧海信用金庫3Ｆ大会議室 

15→16日(土) インターシティーミーティング 衣浦グランドホテル 碧南ＲＣホスト 

22日 卓話担当 横田秋三朗君 / 卓話者 斉藤 卓様 / テーマ「新美南吉生誕100年」 

＊安城少年野球連絡会理事 名倉建志様来訪 

会員 59 名 

出席義務者 48 名 

出席 42 名 

欠席 6 名 

出席免除者の出席 11 名 

出席率 89.29％  

修正出席率 1月18日第 2716 回例会 

85.96％ 

 

■出席報告 ■ニコボックス報告 小野田真代君 

■幹事報告 石川義典君 

神谷明文君 

本日のニコボックスメッセージの紹介 

※メッセージの詳細は会員専用サイトを閲覧してく

ださい 

 

 



 

 

 

  

■クラブフォーラム                        ロータリー情報委員会委員長  石原 昭君 

 
卓 話：テーマ 「ＲＣ１４年」 

卓話者：石原 昭君 

今日は情報委員会の話をさせていただきます。 

年間総合計画書の２月１日にはこう書いてあります。 

「ロータリー情報委員会の話」 

情報委員会の委員長としてお話しをさせて頂きたいと思います。 

情報委員会のお話しは、入会３年未満の方にロータリーのことを 

いろいろ知って頂くためにこういう委員会があったと思いますので、 

入会４年以上の方には少し物足りない話になってしまいますので、恐縮なのですが 

我慢して聞いて頂きたいと思います。 

今までの例を見ると、情報委員会が担当する時は、地区協議会の方から、これは研修員会と思いますが、 

研修委員会の委員長とか、ベテランの方をお招きして３０分講話をして頂いた気がしますけれども、昨年の地区

の研修委員会に出た時に、最近流行りのＲＬＩですかね、ディスカッションのやり方というか、１０人ぐらいが 

コの字型になってロータリーの重要テーマについて、色々な議論をして、それを発表するやり方がありまして、 

実は私が昨年やったＩＭですが、コの字型ではなく円卓ですけれども、ロータリーの重要テーマについて、全部で

９つあったと思いますが、９つのテーマについて議論をして発表して頂く、同じようなことなので少し物足りないと

思い、私がお話しさせて頂きたいと思います。 

テーマがＲＣ１４年ということで１４年前にお世話になりまして、ロータリーに入会をさせて頂きました。 

その時は、ちょうど三河安城ＲＣと安城ＲＣが分離する時だったのですね。その経緯は入会してから知ったので

すが、たぶんその時に安城ＲＣと三河安城ＲＣが円満に分離したのか、喧嘩別れしたのか知りませんけれども、

その当時はよくそういう話があったんですね。ベテランの方にその辺の経緯を知っている方が見えたらたまには

聞かせてもらいたいなという気がしております。 

昔の話ですが、当時は会長が七野先生でして、三河安城と分裂したものですから、当時安城ロータリーには１

００人近い会員がいたと思います。それが３０人位減ったものですから、６０人代になって、恐らく七野先生も安

城ロータリーの会員を増やさなければいけないと激を飛ばして、会員増強委員会の方に集めてこいと指示をさ

れたと思います。 

ちょうどそのころ、安城ロータリーの方が僕の会社に見えまして「ロータリーに石原君入ってください」と話があ

ったのですが「僕は、ロータリーは合わないから遠慮させて頂きます」と言ってお断りしていたのですが、そのうち

に入れ替わり立ち代わり入会のお誘いがあり、中には「理屈はいいから何でもいいから入れ」と言われまして、

入会させて頂きました。 

それから１４年経ちました、時間が経つのは早いなと思いますけれども、最初に僕が配属されたのは親睦活

動委員会で、４月でしたので、その時は親睦活動委員会は何も行事はありませんでした。 

過去の組織表を見ると１９９９年親睦に入って、会場に行って、親睦（副委員長）出席（委員長）新世代委員

長、社会奉仕委員長、これをたどりながら思い出していたのですが、２０００年に会場委員会に配属になりまし

て、会場委員会は３０分位皆さんより早く来て、後ろの物置から看板とか国旗とかを出してきて準備する分けで

すね。白板に例会の内容をいっぱい書いて準備して、しかもそこのマイク音量の準備をして例会の時間になり、

司会進行をして行く。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかなか大変なんですけれども、普通の会員の方が例会に来たときは会場が出来上がっているのでこういうも

のだと思うかも知れませんが、なかなか裏方さんはご苦労されている。そういうことを１年間やりました。 

弁当も各テーブルに配り、例会が終わったらかたずける事をしていました。最近は業者の方がやって見えると

思います。あまり自分たちで行う事がないと思いますが、こういう事をやっているとロータリーはどういう事をやっ

ているかが分かってくると思うのです。 

その次は、親睦活動委員会になりまして、副委員長という役が付いてきたのですが、親睦委員会とか宴会は

あまり好きではないので困ったなと思っていたのですが、その時の委員長が酒井建設の酒井さんでした、 

「私は親睦委員は苦手です」と言うと「そんなことは心配することはないよ」「おれが全部やってやるよ」と言われ 

酒井さんは宴会部長そのままの人で、全てをやって頂いて、僕はただついているだけで済んでほっとした訳です

けれども、多くの人に協力して頂くことも良いかと思います。 

親睦活動副委員長の役を果たさせて頂き、その次が出席委員会の委員長です。責任をもってやらなければ

いかんと思い、出席委員会は受付で名簿があって○×△があって例会が始まる５分前に集計をして、会場で

「今日の出席率は何パーセント」とやって１年間やりました。たまたまその時に、出席委員会に七野先生がお見

えになったんです。まさか七野先生に受付で○×をつけてくださいとは言えないので、それについては私がやり

ますよと、言いながらやっていたのですが、時々委員会があるのですね、その時に七野先生が常に「とにかく出

席率を上げろ」と、もう一つ「弁当を無駄にするのではない」と「弁当一つ１５００円位するものを５つも６つも余ま

っている、そんな無駄な事をしてはいかん」それは、「無断欠席をする人がいるから弁当が余ってしまう、その辺

の所を貴方が指導しなさい」ということを言われました。 

七野先生にご指導頂きながら１年やった記憶があります。今日は七野先生の話をしてみたいと思うのです

が、私が入会した時には七野先生にいろいろ気を使って頂いたので、少し先生の話をしてみたいと思います。 

僕も酒が好きでして、良く料亭で酒を飲んでいたのですが、七野先生もお酒が好きで、何方と飲んでいるか知

りませんが、先生が２階で僕が下で飲んでいて、女将が僕の部屋に来て、僕はお客さんと飲んでいるのに、いま

七野先生からお呼びがかかって、２階の会場へ行ってくれと言われ、そう言われればしょうがない。七野先生と

知らない人ばかりの中に僕が入って「石原君も頑張れよ」と言ってくれて、酒を注ぎながらまた、酒を注いでくれ

るので「お流れ頂戴致します」とやっていたのですが、ちょうどその頃、七野先生が「来月飲み会をやりたい」と 

そこで、「石原君担当しろ」と言うんです。 

「分かりましたそれでは段取りさせて頂きます」ロータリーの例会の時に誰を誘うのかなと、その頃声を掛けた

のは、東祥の沓名さん、冨岡さん、大嶽さん、水野君他にも見えたかと思います。「何月何日にどこどこで、こう

いう人たちと一杯飲みますから宜しく」と報告すると、「おおそれでいいぞ」と、そして当日、皆さんと酒を飲みなが

らいろいろ世間話とか、なるべく当たりさわりのない話をしました。年間１０回位はそんな段取りをしたのではない

かなと思います。 

ある時、先生と飲んでいる時、ある人がゴルフの話をしていたのですね、そうしたら、先生が言うんですよ「お

れの前でゴルフの話をするな」と言われ、その時話をされた方はがっかりされていましたね。趣味の話も考えな

がら物を言わなければいけないなと思いましたね。 

また、会員の方にお願いするのに、七野先生からこんな話がありますので参加してください。と会員を回って

いると、その時七野先生の耳に入ったんですね。「石原君ちょっと来い」はいはい何ですか「飲み会やる時に俺

の名前を使うんじゃない」と自分から、七野先生からやってくれと言われたのに。やっぱり業界のなかでは自分

がやっていることはあまりよろしくない事があったのですね。 

「以後気を付けます」とそういう段取りをさせて頂いた事もありました。七野先生に長くご指導頂いたのでお話

しさせて頂くのですが、親睦例会とか懇親会がありますが、その時に、会長挨拶をします。その時に司会者の方

が「乾杯を七野先生にお願いします」そう言ったんです。そしたら七野先生がむっとして、「そういう時は事前に話

をしとけ」と言いながら乾杯をされたんですね。やっぱりそりゃそうだよなと、大先輩に対して乾杯をお願いするな

ら、一言前に言っといた方が無難だなと思いました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は僕もそういう事があれば気を付けようと思いました。それなりの先輩の方に言葉使いというかそういう

事が必要だったのかなと思います。 

七野先生がいまさらそんな話をするなと言われる気がしますけれども、せっかくの機会なので、３年未満の会

員の方が見えますので、そういう事がありましたよという話しをさせて頂きたいと思いますけれども、ロータリー

の長い歴史の中で、いろいろ問題があったと思います。もめごともあったと思います。そういう時に、たまたまメ

モが回ってきまして「何月何日に八千代病院に１２時に来い」という指示が出て、病院へ行くと、細井さんとか沓

名さんとかも見えまして、最近ロータリーにもいろいろな問題が有るので意見を聞きたいと、順番に話を聞いて

「参考ししておく」ということで終わるんですね。帰りに鰻丼をご馳走して頂き、そのおいしさは未だに忘れられま

せん。 

七野先生に長い間ご指導頂いて感謝しています。いま思うのですが、七野先生に呼びつけられたり、怒られ

たりしましたけれども、怒られた感じがしないですね。何か嬉しいことでもないですが、僕の事を気にかけてくれ

てたと思い、楽しかったと思います。 

ニコボックス委員会がありますが、今年は神谷先生が面白い話を交えながらメッセージを読まれてますが、ニ

コボックスとはいったい何なんだと思うのですが、ニコボックスの予算枠がだいたい１５０万円ですね。会員が６

０人見えますので６０で割りますと、２５，０００円です。会員一人当たり１年間２５，０００円ニコボックスに入れて

くださいよと、いうことだと思うのです。たしかに多い人も見えますし少ない方も見えます。一応ロータリーの会員

としての責任です。そういう努力をされることが大事かと思います。 

思うに、毎月毎週ニコボックス書くような話題がない、僕が入会した頃聞いた話ですが、話題が無い時は「ち

ょっといいことがありました。と書いて３，０００円でも５，０００円でも入れとけ」と先輩から聞きました。本当にそ

の人にとっていいことがあったのかネタがないからちょっとそういう事をかいて入れたかかは知りませんが、やっ

ぱりそういう一つのマナーと言うかルールがありますが、最近そういう話も聞かないものですから、その辺の事

も知らない人が、書くことが無かったらちょっといい事がありましたと１万円でも入れてくれたら、皆さんから拍手

喝采されるのではないかと思います。 

次が５年目ですが、新世代委員長をやらせて頂きました。新世代委員長というのは、インターアクトとライラの

関係だと思います。インターアクトは７月になると研修に行っちゃうんですよね。だから新世代委員長はやる仕

事が無かったような気がします。ライラもあまり記憶にないです。岡崎に一泊で研修会があったと思います。 

社会奉仕委員会の委員長の時、この時の会長が細井さんで、細井さんが会長エレクトの時に早々と「ちょっと

来てくれ」と言われまして「来年社会奉仕委員長をやってください」と言われて、そうですかやりますよと言って、

地区協から補助金をもらってきてくれと言われ、どれぐらいですかと聞くと、５０万円位との事、５０万円貰って来

いと言われてもそう簡単に貰えません。それでは何をすればいいのですかと聞くと、何をするかは自分で考えろ

と言われ困ってしまって…ちょうど地元の協会の会長をやっていました。 

当時、東海地震の話があり「災害は忘れた頃にやってくる」と、災害対策の話をやって、対策費用を１００万円

の予算を作り、１００万円の予算のうち、水とか非常食で５０万円位、災害の時の梯子、担架いろいろありました

が合わせて１００万円位、とそういう資料を作って県の地区協へ持って行きましたが、役所からはすぐに突き返

されます。早く通さないと予算が無くなってしまうので、３回くらいやり取りをしてようやく４５万円の予算を取るこ

とができました。そういう経験もさせて頂きました。 

与えられた仕事はやらなければいけないと思いやらさせて頂きました。１４年の６年目までの話ですが、７年

目からは今度の卓話まで考えておきます。 

  

 


